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論  文  内  容  の  要  旨  

申請論文において加塩朋和氏は総実代数体のP進partialゼータ函数を研究した。総美代数体のpartialゼータ函数は，イ  

デアル類群の指標による1次結合をとればエ函数を与え，非常に基本的なものである。この函数の負の整数点における値  

が有理数であることはSiegel－Klingenにより1960年代に証明されたが，新谷卓郎氏は1970年代にこの結果の簡明な証明を  

与えるとともに，0での微分の値を多重ガンマ函数とよばれる函数で表す公式を得た。多重ガンマ函数は多重ゼータ函数の  

0での微分として定義され，ガンマ函数の自然な拡張になっている。20世紀初頭にBarnesによって導入された函数である。  

一方結実代数体のpartialゼータ函数のP進類似，即ちp進partialゼータ函数は1970年代にDeligne－Ribet，Cassou－  

Nogu昌s等によって研究されその存在が確立された。特にCassou－Nogu占sの方法は新谷氏の結果を有効に活用したもので  

ある。   

加塩氏はまずCassou－Nogu昌sが研究したp進多重ゼータ函数の0での微分としてP進多重ガンマ函数を定義する。この  

函数の基本的な性質を調べ，通常の多重ガンマ函数の性質の♪進類似が殆ど全て成り立つことを確かめる。また一重の場  

合には森田康夫氏が研究したp進ガンマ函数と一致することを確かめた。次ぎにP進partialゼータ函数の表示式を調べ，  

項別微分を正当化することにより，0での微分がク進多重ガンマ函数によって表せることを確かめた。この段階では公式  

は新谷公式と似ているが，完全なク進類似にはなっておらず，応用上も不便である。これを完全な形に変形するにはさら  

に技術的な工夫が必要である。これが可能であることを示し，新谷公式の完全な♪進類似を得たのが主結果である。この  

公式はFerrero－Greenbergが得たp進Dirichlet級数の0での微分の公式を特別の場合として含む。   

この公式の応用としてGross予想の一部分を解決した。代数体のL函数が0で何位のorderで消えるかは，L函数の函  

数等式から容易にわかる。P進L函数については，これは困難な問題と考えられるが，Grossが1980年代に定式化した予想  

が知られている。加塩氏はGrossの予想が2位以上の零点を与える場合には実際に♪進上函数は2位以上の零点を持つこ  

とを証明した。  

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨  

整数論において，ゼータ函数，或いは場合によってエ函数とよばれる函数は基本的な重要性を持つ。現在では非常に広  

い種類のエ函数が定義されているが，その性質の解明は研究の原動力となってきた。例えば，解析接続の問題，函数等式  

の問題，特殊値の問題，Riemann予想などである。ところで，このような整数論に自然に現れるL函数はp進類似を持つ  

と考えられ，その構成法も色々研究されている。ここでク進類似とは，元の函数が複素数変数の複素数値函数であったの  

に村して，♪進数変数のク進数値の函数を意味し，元の函数とは負の整数点での値が，自明な因子を除いて，一致するとい  

う関係で結ばれている。   

申請論文の主結果はpartialゼータ函数の0での微分を多重ガンマ函数で表す新谷公式のP進類似である。即ちp進par－  
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tialゼータ函数の0での微分をp進多重ガンマ函数で表す公式である。この公式の証明はCassou－Nogu占sの方法を使って  

いる。ところで新谷公式は基礎の総実代数体についての共役な量の和で書かれている点に著しい特徴がある。CassouL  

Nogu昌sはp進多重ゼータ函数は定義したが，P進多重ガンマ函数を定義して研究するところまではいっていない。これは  

奇妙であるが，新谷公式の含む可能性を十分には見通していなかったのであろう。   

Grossの予想への応用であるが，この予想は非常に困難であると思われる。例えばこの予想が解ければ，P進単数基準に  

ついての有名なLeopoldt予想が解ける，少なくとも決定的な手がかりが得られると思われるのである。この予想の一部で  

はあるが，解決した意味は大きい。また証明法は通常の複素の場合とク進の場合とを変換する良い公式が見つかれば，一  

般の場合も解けることを示唆する。   

加塩氏の公式は実際の計算上もすこぶる便利である。参考論文では吉田敬之との共同研究で吉田の導入した絶対周期記号  

の♪進類似を研究している。ここでは加塩氏の公式は基本的な役割を果たす。   

以上のように，申請論文の主結果である公式は興味深い形をしており，応用上も重要である。よって本論文は，博士（理  

学）の学位論文として価値あるものと認める。   

なお主論文に報告されている研究業績を中心とし，これに関連した研究分野について試問した結果，合格と認めた。  
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